
な
ど
の
訓
練
基
準
策
定
に
か

か
る
助
言
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
提
言
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｒ

Ｆ
Ｉ
Ｎ
で
開
発
さ
れ
、
Ｓ
Ｅ

Ｃ
Ａ
Ｐ
で
認
定
さ
れ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
教
材
が
セ
ン
タ

ー
で
活
用
さ
れ
る
に
は
、
各

セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
が
そ
の

過
程
を
共
有
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
提
言
を
受
け
て
、
各
セ

ン
タ
ー
の
指
導
員
・
職
員
の

代
表
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

教
材
を
検
証
す
る
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
。
検
証

を
重
ね
た
結
果
、
全
国
共
通
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
教
材
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
で
認
証
さ
れ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
全
セ
ン
タ
ー

に
配
布
さ
れ
る
予
定
だ
。

さ
ら
に
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
職
業
訓
練
の

発
展
の
た
め
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
運
営
管

理
能
力
・
戦
略
の
強
化
の
必
要
性
が
提
言

さ
れ
た
。
地
方
分
権
化
が
進
む
同
国
で
は
、

公
共
施
設
の
運
営
は
各
施
設
に
任
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま

ず
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
を
モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
成
果
を
Ｓ
Ｅ

Ｃ
Ａ
Ｐ
を
通
じ
て
全
国
に
普
及
さ
せ
る
こ

と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
が
達
成
さ
れ

る
と
考
え
た
。
し
か
し
「
各
セ
ン
タ
ー
で

は
従
来
か
ら
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
規
定
が

遵
守
さ
れ
て
お
ら
ず
、Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
も
遵
守

を
指
導
し
切
れ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
」。

そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
規
定
の
見
直

し
を
勧
告
し
、新
た
な
技
術
教
育
規
定
※
2

を
作
成
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
定
例

国
内
産
業
の
生
産
性
と
競
争
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
工
業
分
野
の
人
材
育
成
を

課
題
と
す
る
エ
ク
ア
ド
ル
で
は
、
19
の
職

業
訓
練
施
設
を
有
す
る
職
業
能
力
開
発
機

構
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
が
、
技
能
者
・
技
術

者
の
育
成
を
担
い
、
地
場
産
業
の
育
成
、

工
業
分
野
の
発
展
、
雇
用
の
安
定
と
拡
大

に
貢
献
し
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
の
技

術
の
高
度
化
・
複
合
化
の
中
で
、
職
業
訓

練
指
導
員
の
質
の
低
下
、
機
材
・
教
材
の

老
朽
化
な
ど
に
よ
り
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
最
大
施
設
の
北

部
地
域
工
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｎ
）
を
中
心
と
し
た
主
要
訓
練
セ
ン
タ

ー
に
対
し
、
機
材
の
整
備
、
指
導
員
の
質

報
告
を
厳
し
く
管
理
す
る
こ
と
と
し
、
報

告
様
式
・
時
期
の
遵
守
を
各
セ
ン
タ
ー
に

説
明
し
て
回
っ
た
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
指

導
不
足
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
指
導

に
当
た
る
人
材
が
配
置
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー

を
巡
回
し
て
指
導
員
に
指
導
技
法
を
教
授

す
る
と
と
も
に
、
訓
練
規
定
の
遵
守
の
指

導
、
指
導
員
研
修
と
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
計
画
作
成
・
運
営
管
理
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ

Ｐ
主
体
で
行
う
体
制
が
実
現
し
た
。
こ
の

こ
と
は
終
了
時
評
価
で「
規
定
の
見
直
し
を

通
し
て
職
業
訓
練
の
手
法
の
モ
デ
ル
の
制

度
化
に
成
功
し
た
」と
高
く
評
価
さ
れ
た
。

第
２
ス
テ
ー
ジ
が
進
む
中
、
05
年
2
月

に
行
わ
れ
た
運
営
指
導
調
査
で
は
、
効
果

的
な
訓
練
を
実
施
す
る
た
め
に
、
指
導
員

は
技
術
指
導
の
み
な
ら
ず
、
訓
練
管
理
、

機
材
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

教
材
開
発
、
受
講
生
の
就
職
指
導
な
ど
に

も
従
事
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
た
。
だ
が
、「
ほ
と
ん
ど
の
南
米
諸
国
で

は
、
教
師
や
指
導
員
は
こ
の
指
摘
に
反
発

す
る
で
し
ょ
う
。
彼
ら
の
任
務
は
授
業
で

教
え
る
こ
と
で
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

教
材
は
上
か
ら
与
え
ら
れ
、
ほ
か
の
仕
事

に
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
職
員
が
い
る
の

が
通
常
だ
か
ら
で
す
」（
阪
堂
さ
ん
）。
困

難
が
予
想
さ
れ
る
中
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

「
Ｔ
Ｍ
Ｃ
手
法
」
※
3
を
使
っ
た
運
営
を
指

導
し
、
ど
の
過
程
に
お
い
て
も
指
導
員
が

主
体
的
に
行
う
こ
と
を
求
め
た
。
同
時
に
、

指
導
員
の
業
務
の
規
定
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
・

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
と
協
議
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
開
発
や
教
科
書
・
指
導
案
の
作
成
な

ど
を
含
む
新
た
な
規
定
を
設
け
た
。
阪
堂

の
向
上
、
教
材
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
、

運
営
管
理
の
改
善
を
支
援
す
る
「
エ
ク
ア

ド
ル
職
業
訓
練
改
善
計
画
」
が
２
０
０
２

年
7
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
対
象
と
な
る

技
能
は
電
気
、
電
子
、
機
械
加
工
、
金
属

加
工
の
４
分
野
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
第

１
ス
テ
ー
ジ
と
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
運
営
体
制
を
見
極
め
な
が

ら
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
1
ス
テ
ー
ジ
で
は
主
に
、
産
業
界
の

訓
練
ニ
ー
ズ
の
分
析
と
主
要
訓
練
セ
ン
タ

ー
の
現
状
把
握
、
そ
れ
に
基
づ
く
訓
練
コ

ー
ス
※
1
の
見
直
し
・
実
施
計
画
の
策
定
が

行
わ
れ
た
。
04
年
１
月
の
中
間
評
価
調
査

を
経
て
進
展
し
た
第
２
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

訓
練
ニ
ー
ズ
を
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
、
訓
練
計
画
に
反
映
さ
せ
る
体
制
の
整

備
と
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
で
の
各
訓
練
コ
ー

ス
の
実
施
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
で
開
発
さ
れ

さ
ん
は
「
こ
れ
ら
は
指
導
員
に
と
っ
て
精

神
的
、
文
化
的
な
革
命
を
求
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
は
ず
で
す
。
し
か

し
エ
ク
ア
ド
ル
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、

質
の
高
い
教
育
訓
練
が
重
要
で
、
急
進
的

な
改
革
が
必
要
な
ん
で
す
」
と
訴
え
る
。

こ
う
し
た
専
門
家
ら
の
粘
り
強
い
取
り

組
み
と
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理
や
業
務

推
進
を
職
員
が
話
し
合
う
場
と
し
て
委
員

会
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
業
務
に

対
す
る
自
主
性
・
積
極
性
が
生
ま
れ
る
な

ど
職
員
・
指
導
員
の
意
識
や
姿
勢
に
変
化

が
見
ら
れ
、
組
織
の
能
力
強
化
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

阪
堂
さ
ん
は
「
仕
事
を
進
め
る
上
で
ま

ず
日
本
国
民
の
貴
重
な
税
金
を
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
来
て
く
れ
て
良
か
っ
た
と

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
か
ら
思
わ
れ
る
こ
と
、

そ
う
し
た
積
み
重
ね
で
友
好
国
が
増
え
る

こ
と
で
税
金
が
生
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
彼
ら
に

改
革
を
求
め
ま
す
。
当
然
、
反
発
は
あ
り

ま
す
が
、
誠
意
を
持
っ
て
繰
り
返
し
説
明

し
、
専
門
家
も
模
範
と
な
る
よ
う
行
動
す

る
う
ち
に
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

文
化
や
習
慣
が
違
っ
て
も
、
信
頼
関
係
が

醸
成
さ
れ
れ
ば
、
業
務
展
開
も
容
易
に
な

り
、
良
い
方
向
に
向
か
い
ま
す
」
と
強
調

す
る
。
終
了
時
評
価
で
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
果
は
日
本
人
専
門
家
と
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
の
相
互
の
信
頼
を
も
と
に
達
成

さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
材
の
地
方
の
訓
練

セ
ン
タ
ー
へ
の
普
及
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

第
２
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
に
当
た
り
、
中

間
評
価
で
い
く
つ
か
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
つ

つ
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

一
つ
が
地
方
の
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
の
増

員
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
指
導
員
の
再
訓

練
が
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
各
セ
ン

タ
ー
に
指
導
員
が
十
分
に
配
置
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
阪
堂
さ
ん
に
よ
る
と
「
産
業

界
が
求
め
る
人
材
を
輩
出
す
る
に
は
テ
ク

ニ
コ
・
テ
ク
ノ
ロ
ゴ
コ
ー
ス
の
実
施
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
コ
ー
ス
の
指
導

員
が
必
要
で
す
。
し
か
し
南
米
で
は
行
政

の
ス
リ
ム
化
の
傾
向
が
あ
り
、
エ
ク
ア
ド

ル
人
事
院
も
公
共
機
関
の
職
員
の
増
員
を

容
易
に
認
可
し
ま
せ
ん
で
し
た
」。
そ
こ
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
と
も
に

人
事
院
に
増
員
の
必
要
性
を
訴
え
、
認
可

に
こ
ぎ
着
け
た
。
06
年
度
に
増
員
が
決
定

し
た
が
、
予
算
配
分
の
ミ
ス
か
ら
実
際
に

増
員
さ
れ
た
の
は
07
年
度
で
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
指
導
員
再
訓
練
の
実
施
方
法
の
見

直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
だ
が
、「
指
導

員
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
も
と
に
実
施
時
期
・

期
間
を
見
直
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
が
自
主
的
に
検
討
・
実
施
で

き
る
方
向
に
な
っ
た
の
で
良
か
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
阪
堂
さ
ん
は
言
う
。

ま
た
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
よ
っ
て
任
命
さ

れ
た
経
験
豊
富
な
指
導
員
と
職
員
で
委
員

会
を
構
成
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
指
導
案

6
月
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
を
控
え
、

「
5
年
間
の
協
力
期
間
で
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
を

モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
に
で
き
た
と
思
い
ま
す

が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
で
技
術
教
育
規
定
が
作

ら
れ
た
ば
か
り
な
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
成
果
が
各
セ
ン
タ
ー
に
普
及
す
る
に
は

時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
」
と
話
す
阪
堂

さ
ん
。
今
後
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
や
各
セ
ン
タ

ー
長
が
規
定
を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
果

を
あ
げ
る
た
め
に
意
図
し
た
こ
と
や
経
過

も
含
め
て
理
解
し
、
運
用
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
体
制
は
整
備
さ
れ

た
が
、
規
定
の
徹
底
を
図
っ
て
い
け
る
か

ど
う
か
、「
自
立
発
展
性
」
に
不
安
が
残
る

と
い
う
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

成
果
を
普
及
し
、
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た

め
の
�
お
目
付
け
役
�
と
な
る
個
別
専
門

家
の
派
遣
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
要
請
し
て
い
る
。

「『
決
め
た
こ
と
を
守
る
』
と
い
う
新
た
な

文
化
・
習
慣
を
根
付
か
せ
る
革
命
を
も
た

ら
す
の
が
こ
の
専
門
家
の
使
命
で
す
」。

※2 プロジェクトがCERFINで実施してきた運営改善をもとに作成され、訓練課程の定
義、過程ごとの訓練基準、入学・修了規定、訓練計画、委員会制度、ワーキンググルー
プ規定、指導技法など29項目からなる。
※3「Training Management Cycle手法」。訓練ニーズの把握→コースの設定→コース目標
の決定→カリキュラムの作成→教材の作成→訓練の実施→訓練の評価、のサイクル。

※1 ①向上訓練：主に在職者を対象にした1～2週間程度の短期過程、②上級訓練（テクニコ養成）：高卒者を対象にした2年間の長期過程、③上級訓
練（テクノロゴ養成）：テクニコを対象にした1.5年間の長期過程、④指導員の再訓練：主要職業訓練センターの指導員を対象にした4週間の短期過程。

信頼関係もとに、誠意ある働きかけが変革を生む
2007年6月、エクアドルの産業界が求める人材を供給する職業訓練体制を確立し、雇用促進を目指す「エクアドル職業訓練
改善計画」が終了する。それに先立ち1月に行われた終了時評価調査では、当初設定された目標を達成したことが確認され、
その成果が高く評価された。成功のカギはどこにあったのか。チーフアドバイザーの阪堂宗孝さんに聞いた。

エクアドル�
コロンビア�

ペルー� Ecuador

上位目標�

プロジェクト目標�

第1ステージ（02年7月～04年6月）�

産業界が必要とする職業能力を有する労働者を供給できる職業訓練
体制が確立され、エクアドルにおける雇用状況の改善がもたらされる。�

産業界の訓練ニーズに合致した職業能力（電気、電子、機械加工、溶接、金
属加工）を有する技術者を大量に輩出できるよう、CERFINを拠点としながら
SECAP及びその主要職業訓練センターの運営管理体制が改善される。�

① 産業界との関係強化を通じて、

対象分野に関する産業界（主要都

市）の訓練ニーズが分析されるとと

もに、地方の主要職業訓練センター

の現状が診断される。�

② 上記①の分析に基づき、向上訓

練コースが見直し、開発され実証的

に実施される。�

③ 上記①に基づき、CERFINにお

けるテクニコ･テクノロゴ上級訓練コ

ースの実施計画が策定される。�

④ 上記①の診断に基づき、指導員

に対する再訓練コースの実施計画

が策定される。�

�

第2ステージ（04年7月～07年6月）�

⑤ 第1ステージの訓練ニーズを定

期的にモニタリングし、訓練計画に

反映させる体制ができる。�

⑥ CERFINにおいて、在職者用の

向上訓練の体系が完成するととも

に、企業における在職者の労働状

況のモニターが実施される。�

⑦ CERFINにおいて、テクニコ･テ

クノロゴ上級訓練が実施され、訓練

生の就職支援体制が整備される。�

⑧ CERFINにおいて地方の主要

な職業訓練センターの指導員を対

象とした再訓練が実施される。�

⑨ CERFINで開発されたコースカ

リキュラムや教材が他の訓練セン

ターへも普及する。�

�

成果�

産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

職
業
訓
練

成
果
の
普
及
に
向
け
て

中
間
評
価
で
指
摘
さ
れ
た
課
題

CERFINの指導員に旋盤応用の技術指導をする古城良祐短
期専門家（右）。プロジェクトでは、エクアドル側との信頼関
係構築だけでなく、専門家同士のチームワークも重視した
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monthly Jica 2007 June 040041 monthly Jica 2007 June

定められた順序で機械を動かすためのPLC制御を訓練生に
教える指導員。産業界が求める人材を輩出するには指導員
が重要な役割を担う
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